
 
 
 

改善箇所説明図 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準不適合状態にあると認める構造、装置又は性能の状況及びその原因 

ドライブシャフトのトランスミッションへの組み付けが不適切なため、シャフトとサイドギアとの嵌合が浅く、抜け防

止クリップが確実に装着されていないものがある。そのため、ハンドル操作の繰り返し等により、シャフトが徐々に抜

け出し、最悪の場合、シャフトがトランスミッションから外れ、走行不能になるおそれがある。 

 

改善措置の内容 

全車両、ドライブシャフトのトランスミッションへの組み付け状態を点検し、組み付け状態が不適切なものは、クリッ

プを交換し正規の状態に組み付ける。 

 
識別： エンジンルーム後方の車両識別プレートの下側に、黄色で直径5ｍｍ程度のマークを塗布する。 

また、点検整備記録簿の該当欄に「日付、走行距離、ワークショップスタンプと担当者名、リコールキャンペー

ン： 外－１３７４、Audi A3 ドライブシャフト組み付け確認」と記入する。 
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